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自己改革の実践状況について

「報告事項 ３」

基本目標「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

地域住民総サポート計画
実践事項

実践事項の詳細 29年度実績 30年度実績

産地間競争に勝ち残り、消
費者から選んでいただける
ための持続的な農産物の販
売の実施

米販売取扱高 33.5億円 30.9億円

園芸販売取扱高 3.6億円 3.8億円

畜産販売取扱高 8.4億円 8.1億円

直売所（受託販売）取扱高 0.69億円 0.74億円

多様な販売手法の開拓及び
消費者のニーズに合わせた
新商品の開発

プレミアム新商品の開発
（超付加価値型商品）

発売商品数
１点

発売商品数
１点

生産コスト低減に資するこ
とを目的として、高品質な
生産資材をより優位な価格
での提供

生産資材の予約による価
格の低減

予約率
肥料56%
農薬48%

予約率
肥料72%
農薬53%

低価格帯肥料・大型規格
商品の導入

肥料３商品
農薬10商品

肥料７商品
農薬10商品

農業者へ適切な情報がいき
わたり、高品質な農産物が
生産できるようにする取組
み

立看板設置
Ｅメール配信
指導会実施

立看板設置
Ｅメール配信
指導会実施

農業者高齢化に伴う新たな
担い手の形の模索、地域が
衰退しないような「拠り所」
となる組織の支援

集落営農組織と管内の農
業生産法人との作業連携
等の検討
多面的機能支払と中山間
地直接支払交付金等の推
進
地域の農地を守ることが
できるよう、必要に応じ
JA出資農業法人の設立
の検討

検討
山間地のあり
方講演会の実
施

　私たちは、自信と誇りを持って農業と生活ができる地域社会づくりを目指します。
　ＪＡ十日町はこれからも『総合事業』を展開し、地域の皆さまにとって、無くてはならない組
織であり続けます。
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基本目標「地域の活性化」

地域住民総サポート計画
実践事項

実践事項の詳細 29年度実績 30年度実績

四季彩館ベジぱーくを食と農の
情報発信を行う拠点として位置
づけ、魅力ある直売所づくりを
進めることでJAファンを増や
し、十日町産の農産物のPRを
行う取組み

定期的なイベント開催と
広告宣伝

イベント回
数　10回

イベント回
数　12回

試食等を交えたお客様参
加型のイベントの実施

イベント回
数　10回

イベント回
数　10回

「地域」「学校」「家庭」に着目
した取組みを通じて、健全な食
生活とそれを支える地域農業へ
の関心を高める取組み

どろんこキッズスクール
の開催

参加人数
31人

参加人数
34人

新たな取組みの開催 子ども食堂
男の道楽塾

地域包括ケアシステムの構築と
その運用をはかることで、組合
員・地域住民が、健康でいきい
きとした生活を送ることができ
るような高齢者支援・助け合い
事業の取組み

高齢者安心クラブの普及
と拡大

会員増加
269人

会員増加
271人

組合員の世代交代を円滑に行
い、また、次世代へ承継後も引
き続きJAをパートナーとして
利用していただけるような体制
づくり

相続セミナーの開催 参加者45名 参加者25名

セミナーの開催をきっか
けに個別相談会の開催

セミナー開
催　１回

セミナー開
催　１回

ＪＡ運営・活動に参画してもら
うために、支店を中心とした協
同活動の実施と地域に応じた地
域貢献活動を計画・実施

支店毎に地域のニーズに
応じた活動とするため
に、地区運営員会を中心
に計画立案、実践

協同活動の
活動回数
年１回以上

協同活動の
活動回数
年１回以上

全戸訪問活動を通じ、世帯に深
く地域に広い訪問活動を展開し
「ひと・いえ・くるま」の総合
保障の実現に向け、組合員・利
用者のライフプランにあわせた
推進活動の実践

― 訪問世帯数
3,281世帯

訪問世帯数
4,590世帯

ＪＡの事業・活動をより知って
もらうため、また支店を組合員
の身近な拠点と捉えていただく
ために多様な手段を活用して広
報活動の展開

地域密着型の「支店だよ
り」の発行 隔月発行 隔月発行
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